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ゴミ固形燃料の研究に関連して
町田勝  ‐ |  ‐   ‐

l l」:軍整1で、家庭から出されたゴミは1-一括収夕きさオt

焼却処理が行われていた。ところが、1997年 に起こった所

沢市のダイオキシン騒動をきっかけとして、ゴミの焼却施設

から排出されるダイオキシンの問題が全国で注目された。

このダイオキシンの対策では、主に二つの技術が採用さ

れた。人口の多い都市では溶鉱炉の技術を取り入れ高温

でゴミを焼却処理するガス化溶融炉が、人口の少ない地

方ではゴミ固形燃料 (RDF:ゴミを破砕し乾燥した後に消石灰等を

加えてチョーク状に固めた燃料)技術が採用された。

筆者は、地方で採用された技術のRDFを研究した。そ

の中で、ゴミ処理政策では見逃せない「ゴミの分別収集と

リツ クルのパラドックス」を知ることになったので、RDFの

変遷と将来展望並びにパラドックスについて述べる。

l iD[T』務ず」蠅 れる魔法の燃料として高い評

価を受けた。そのため、地方では次々にRDF製造施設が

建設され、製品のRDFも有償で販売された。また、RDFを

燃料として活用するRDF発電所も建設されるようになった。

ところが、RDFは ゴミから製造されているために、大量

の塩素が含まれボイラを腐食したり、水分を吸収すると腐敗

する問題もあリマイナスの評価を受け、余分な処理を必要と

する逆有償の燃料として取り扱われるようになった。そして、

2003年 に三重RDF発電所の貯蔵槽でRDFが発火爆発し

死傷事故が起こってしまった。その後、製品のRDFは敬遠

され、計画があったRDF関連施設の建設は中止された。

事故後、製品の改良が行われ、塩素を含まないプラス

チックと紙からRIDFが製造され、ゴミを炭化した後に水洗

して塩素を除いた炭化物も製造されるようになった。この

RIDFや炭化物は製品としての評価が高く、燃料やその他の

用途でも活用され、需要があるために有償で取引された。

逆有償のRDFも貯蔵ルールを厳しくした後に、発電所等

で再び使われるようになった。また、化石燃料が高騰した

影響で、塩素の処理施設を併設したボイラを建設し、RDF
を燃料として活用しても採算が取れる状況になってきた。

1lθ

このように、ゴミから製造されるRDFは色々な変遷を経
て、新たにRIDFと炭化物も加わり製品の種類が増え活用

の範囲も広がった。また、化石燃料の高騰の影響もあり、

その代替燃料としての活用が多いに期待されている。
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"勿レがスタートし、ゴミの中の資源が有効活用されるように

なってきた。そうすると、少しではあっても利益が出て、環

境効果と経済効果の二つの効果を生み出す有効な政策で

あると思えてくる。

ところが逆に、ゴミの分別収集とリサイタレを行うと「リサ

イタレ貧乏Jと「ゴミの発熱量不足」の二つの問題が発生す

る。それらは、分別収集とリサイタレをすればするほど市町

村や企業のゴミ処理費用が増加することで、これを筆者は

「ゴミの分別収集とリサイタレのパラドックスJと呼んだ。

3-1.り J財クル貧乏

最初に「リサイクル貧乏Jの 問題であるが、この原因は

2000年 に完全施行された『容器包装リシ 勿レ法』にある。

この法律は、容器包装資源 4種類 (ガラスびん、紙、PETボ

トル、プラスチック)のリサイタレを義務づけており、分別収集の

責任が市町村に、リツ タレの責任が企業にある部分的な

拡大生産者責任 (EPR)を採用している。

そのために、市町村では分別収集費用が毎年増加して

おり、その影響で財政を圧迫し悲鳴を上げる状況に至って

いる。所沢市では「分別収集費用はゴミが1万円/t、 プラス

チックが5万円/tほどかかっており、比重というのでしょうか

嵩の問題からこのようなことになっている」と、プラスチック

の分別収集費用が高額になると報告している。

では、リサイ勿レのみの責任で済んでいる企業サイドはど

うかというと、ここでもリサイタレ費用を負担すると倒産して

しまう「リサイ勿レ仁」産」がささやかれている。

図 1に示すとおり、容器包装資源4種類のリナ移ルを一

年度

図1企業が負担するリサイクル費用の推移
(出所:財団法人日本容器包装リサイクル協会)

θ′cll Fο″,771 NO'2007



手に行っている財団法人日本容器包装リサイ勿レ協会に、

企業が支払うリナ移/ル費用が毎年増加し続けている。

このように、分別収集とリサイ勿レをすればするほどそれら

の費用が増加し、市町村や企業でゴミ処理費用の負担増

になることが「リツ タレ貧乏」の問題である。

3-2.ゴミの発熱量不足

次に、容器包装資源を分別した後の「ゴミの発熱量不

足Jの問題である。例として、分別収集の進んでいる柏市

と松戸市、分別収集の途上にある川国市、分別収集を全

く行っていない東埼玉資源環境組合 (東埼玉:越谷市、草加市

他)についてゴミの発熱量の推移を図2に示す。

川国市は2002年 か  3000

ら分別収集が徹底さ

れたことで、2001年

度の2,200ka1/kgか ら

2004年度の 1,700kca1/

kgへ発熱量が急激に

下がった。川国市、柏

市、松戸市では発熱

量が低いために、補助
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図2ゴミの発熱量の推移

燃料や発熱量の高い粗大ゴミを加え、発熱量を上げる努

力をして高温での焼却処理を行っている。

続いて、分別収集を全く行っていない東埼玉では、発熱

量が平均で2,400kc」/kg前後と高い状態であり、そのため

に発電効率が通常の炉に比べ2倍の19%程度と高く、発電

された電気を販売し毎年 9億円前後の利益を出している。

分別収集を行うことは、ゴミの中の発熱量が高いプラス

チックや紙を除いてしまうことである。その結果としてゴミの

発熱量が低くなり、焼却施設の設計発熱量を下回るケース

が出てくる。そうすると、高額の分別収集費用を使い資源

を有効活用するのに加えて、さらに費用を追加し灯油等の

補助燃料を使用してゴミの高温での焼却処理を行う、どう

考えてもおかしい結果になってしまう。このような状態が「ゴ

ミの発熱量不足」の問題である。

3-3.パラドックスから抜け出す対策

パラドックスから抜け出すためには二つの対策がある。

一つ日は容器包装資源4種類の中で、プラスチックの分

別収集とリサイ勿レについての対策である。

PETボトルとプラスチックの中の自色トレイはリサイタレの

需要があり、有償で販売できる価値の高い資源であり、分

別収集しりうイタレを行う意味がある。

問題なのは、チューブやボトル状の成型品とクルム状の

プラスチックをまとめて収集している点で、これらは色々な

素材で構成されており、再び同じ製品として活用するマテリ
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ルが難しい。さらに、フィルム状のプラスチックは

比重が小さく取り扱いが容易でないために、分別収集費用

を増加させる要因となっている。

このまとめて収集されたプラスチックから需要のあるRIDF

を製造し、燃料としてサーマルリカ 勿レする。または、分別

収集しないでゴミとして一括収集し焼却処理することで、ゴ

ミ処理費用を大きく削減できると思われる。

二つ目の対策は簡単に解決できるものではなく、社会シ

ステムの変更を含んだ取組を必要とするが、最も望ましい対

策である。それは、分別収集が簡単に行えるような、容器

包装そのものの見直しと製造段階で分別収集が可能となる

素材を使う等の対応を行うことであり、長期的な対策のた

めに政治と技術の両面から取り組まなければならない。

Ittft翼ち、ら製造されるRDFの変遷と将来展望を述
べた。また、ゴミ処理政策の中で「分別収集とリサイタレの

パラドックスJが発生していることを説明し、この状態から抜

け出す対策としてRPFの活用等についても述べた。

今回、取り扱った内容はゴミ処理政策全体の中でほん

の一部の事例であり、その他にも色々な事例や問題がある

と思われる。何れにしても、ゴミは住民の生活から出される

ものであり、住民と市町村や企業がそれぞれに協力し、改

善や問題解決を行っていくことが必要である。

□町田さんは、環境にかかわる仕事をしており、当初から明確な問題

意識を持っていた。私もRDFには早くから注目していて深い関心を抱い

ていたので、突っ込んだ議論をしながら指導をすることができた。しか

も、町田さんは仕事がらみで各地のRDF施設を訪問して当事者にインタ

ビューをするなど現地調査をひんぱんに行っていたので、経済性の問題

が大きいなど生々しい話を聞くことができた。そこで、問題を鮮明に浮き

出して論文を構成するのを中心に指導をした。ここに書いているパラドッ

クスは、環境問題の難しさをよく知っているからこそ発見できたのだろう。

隔月の指導の会にはとても熱心に出席し、仕事が忙しいにもかかわら

ず、一度も休まなかったように思う。なお、ほとんどの会で、終わった後

に皆と居酒屋で軽く飲んだのだが、それにも毎回出席していて、楽しい

指導であった。[放送大学名誉教授、放送大学客員教授、元放送大学教授/
LCA大学院大学教授・森谷正規]

○私は、環境の問題解決の仕事を30年間続けてい

ます。入学のきっかけは、友人の大学教授から町田さ

んは環境の経験が豊富なので大学院等で訓練し、そ

の経験を世に発表する努力をすべきであるとアドバイ

スを受けたことでした。色々な大学を当たり、仕事をし

ながら勉強ができて、著名な教授が集まっている放送

大学を選択しました。そして、入学するとコンサルタントの経験がある森谷

教授に指導を受けることができ感激しました。仕事との両立も大変でした

が、充実した2年間の研究が懐かしく感じられます。

現在、さいたま市の廃棄物減量等推進審議会の委員に委嘱される

等、大学院での研究をそのまま生かせています。感謝!  [町 田勝]
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119ゴミの分男」収集とリサイタルのパラドックス


